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(57)【要約】
　被検体に探触子を当接させて前記被検体の超音波画像
を計測する超音波画像計測部と、
　前記計測された超音波画像を表示する表示部と、
　前記超音波画像の距離を含む形体情報の計測条件及び
/又は前記超音波画像計測部の計測条件を複数設定する
設定部と、
　前記計測条件設定部により前記超音波画像計測部と前
記表示部を制御するものであって、前記計測条件を前記
表示部の第1の表示領域に表示させ、前記第1の表示領域
との異なる領域に設けられる前記表示部の第2の表示領
域に前記超音波画像を表示させる制御部と、を備えた超
音波診断装置において、
　前記設定部は、前記複数の計測条件のうちの所望の計
測条件を選択し、
　前記制御部は、前記選択された計測条件に基づいて縦
方向と横方向から成る表示フォーマットを生成させると
共に、前記表示フォーマットを前記表示部の第1の表示
領域に表示させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に探触子を当接させて前記被検体の超音波画像を計測する超音波画像計測部と、
　前記超音波画像計測部により計測された超音波画像を表示する表示部と、
　前記超音波画像の距離を含む形体情報の計測条件及び/又は前記超音波画像計測部の計
測条件を設定する設定部と、を備える超音波診断装置において、
　前記表示部は、前記計測条件を表示する第1の表示領域と、前記超音波画像を表示する
第2の表示領域を含み、
　制御部は、前記設定部で設定される計測条件から得られる複数の計測項目を表示するた
めの表示フォーマットを生成させると共に、該表示フォーマットに前記複数の計測項目を
配置して前記表示部に表示させることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示フォーマットは二次元のマトリックス構造であることを特徴とする請求項1に
記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数の計測項目のうち任意の計測項目で改行して前記表示フォーマ
ットに配置する機能を備えることを特徴とする請求項2に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示フォーマットの生成は、前記所望の計測条件に改行切替の情報を付して行うこ
とを特徴とする請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示フォーマットの生成は、前記所望の計測条件に表示のための座標情報を付して
行うことを特徴とする請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記表示フォーマットの生成は、前記所望の計測条件と前記所望の計測条件の前の間に
空白情報を含む識別情報を付して行うことを特徴とする請求項1に記載の超音波診断装置
。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第1の表示領域に前記計測条件の選択候補を表示させることを特徴
とする請求項1乃至6の何れか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　選択された計測条件に基づいて表示フォーマットを生成させる超音波診断方法であって
、
　記憶部に記憶されている超音波診断装置の複数の計測条件を表示させるステップと、
　前記複数の計測条件のうちいずれか一つを選択するステップと、
　前記計測条件から得られる複数の計測項目を表示するための表示フォーマットを生成さ
せるステップと、
　前記計測条件による計測領域を設定ステップと、
　前記表示フォーマットにより、前記計測条件による計測結果を表示するステップとを備
えたことを特徴とする超音波診断方法。
【請求項９】
　前記表示フォーマットは二次元のマトリックスであることを特徴とする請求項8記載の
超音波診断方法。
【請求項１０】
　前記表示フォーマットを生成するステップは、前記複数の計測項目のうち任意の計測項
目で改行して前記表示フォーマットに配置するステップを備えることを特徴とする請求項
9に記載の超音波診断方法。
【請求項１１】
　前記表示フォーマットを生成するステップは、前記所望の計測条件に改行切替の情報を
付して行うことを特徴とする請求項8記載の超音波診断方法。
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【請求項１２】
　前記表示フォーマットを生成するステップは、前記所望の計測条件に表示のための座標
情報を付して行うことを特徴とする請求項8記載の超音波診断方法。
【請求項１３】
　前記表示フォーマットを生成するステップは、前記所望の計測条件と前記所望の計測条
件の前の間に空白情報を含む識別情報を付して行うことを特徴とする請求項8に記載の超
音波診断方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像と各種計測条件の表示レイアウトを改良した超音波診断装置及び
その方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置では、モニタに表示される超音波診断画像を計測結果が表示され
ている画像に重ならないように貼り付けて表示し、画像上に表示される計測結果と計測対
象部位の対応づけを行っていた(例えば、特許文献1参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2002-336254号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記従来技術では、図11に示されるように、超音波画像の計測結果の中で相互
に関連する項目が不規則な配列で表示される場合がある。図11は、超音波画像の計測結果
が不規則な配列で表示される例を示す図である。このような不規則な表示は、例えば、距
離計測D1、D2,D3、周囲長計測C1,C2,C3、面積計測A1,A2,A3の各パラメータが纏まってい
ない状態であるから、操作者にとって見難いものであり、その対応が依然としてなされて
いないため、現状では未解決の問題であるということができる。
【０００５】
　本発明の目的は、超音波画像の計測結果の中で相互に関連する項目を規則的に表示する
ことが可能な超音波診断装置及びその方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の代表的なものを挙げると、本発明の超音波診断装置は、被検体に探触子を当接
させて前記被検体の超音波画像を計測する超音波画像計測部と、前記超音波画像計測部に
より計測された超音波画像を表示する表示部と、前記超音波画像の距離を含む形体情報の
計測条件及び/又は前記超音波画像計測部の計測条件を設定する設定部と、を備える超音
波診断装置において、前記表示部は、前記計測条件を表示する第1の表示領域と、前記超
音波画像を表示する第2の表示領域を含み、制御部は、前記設定部で設定される計測条件
から得られる複数の計測項目を表示するための表示フォーマットを生成させると共に、該
表示フォーマットに　前記複数の計測項目を配置して前記表示部に表示させることを特徴
とする。
【０００７】
　本発明の超音波診断装置はまた、前記表示フォーマットは二次元のマトリックス構造で
あることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の超音波診断装置はまた、前記複数の計測項目のうち任意の計測項目で改行して
前記表示フォーマットに配置する機能を備えることを特徴とする。
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【０００９】
　本発明の超音波診断方法は、選択された計測条件に基づいて表示フォーマットを生成さ
せる超音波診断方法であって、記憶部に記憶されている超音波診断装置の複数の計測条件
を表示させるステップと、前記複数の計測条件のうちいずれか一つを選択するステップと
、前記計測条件から得られる複数の計測項目を表示するための表示フォーマットを生成さ
せるステップと、前記計測条件による計測領域を設定ステップと、前記表示フォーマット
により、前記計測条件による計測結果を表示するステップとを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、超音波画像の計測結果の中で相互に関連する項目を規則的に表示する
こと可能な超音波診断装置及びその方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る超音波診断装置のブロック構成を示した図。
【図２】図1の超音波診断装置の第1の実施形態の動作例を説明するフローチャート。
【図３】図2のS21とS22の計測条件表示・設定の表示画面の例を示す図。
【図４】図2のS23のフォーマット生成処理のサブルーチンを説明するフローチャート。
【図５】図4の結果枠の設定例を示す図。
【図６】図5で設定された結果枠のテーブルと表示画像の対応を示す図。
【図７】図2のS24の計測点設定・計算処理を行いS25の計測結果表示処理を行ったときの
表示例を示す図。
【図８】図1の超音波診断装置の第2の実施形態を説明する表示例を示す図。
【図９】図1の超音波診断装置の第3の実施形態を説明する表示例を示す図。
【図１０】図1の超音波診断装置の第4の実施形態を説明する表示例を示す図。
【図１１】超音波画像の計測結果が不規則な配列で表示される例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明に係る超音波診断装置の実施形態について詳細に説明す
る。なお、同一の部位や方向などは同一符号を付しており重複する説明を省略する。
【００１３】
　図1は、本発明の実施の形態に係る超音波診断装置のブロック構成を示した図である。
　
　本実施の形態の超音波診断装置は、入力部10と、探触子20と、探触子20と信号送受信可
能に接続される超音波画像計測部30と、超音波画像計測部30と信号送受信可能に接続され
る記憶部40と、記憶部40と信号送受信可能に接続される表示部50と、入力部10、超音波画
像計測部30及び記憶部40と信号送受信可能に接続される制御部60と、を有している。
【００１４】
　入力部10は、超音波画像計測部20と記憶部40を制御するためのパラメータを入力するも
ので、代表的なものはキーボード、トラックボールなどである。入力部10はまた、超音波
画像の距離を含む形体情報の計測条件及び/又は前記超音波画像計測部の計測条件を設定
する設定部でもある。
【００１５】
　探触子20は、被検体に当接させて前記被検体に超音波を送信するとともに、前記被検体
からの反射エコー信号を受信する。
【００１６】
　超音波画像計測部30は、被検体に探触子を当接させて前記被検体の超音波が像を計測す
るものであり、超音波を送信するために必要な電気信号を探触子10に供給すると共に、前
記反射エコー信号を整相等の信号処理を行い、ブライトネス(B)モード像、モーション(M)
モード像、ドプラ(D)モード像、弾性(E)モード像を含む超音波画像を計測する。
【００１７】
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　記憶部40は、計測された超音波画像や超音波画像を生成する前のRFデータと呼ばれる生
データ等も記憶されるもので、例えばメモリや磁気ディスク装置を示す。また、記憶部40
は表示部50のビデオメモリの機能も有しているので、この記憶部40が制御部60で制御され
ることは表示部50が制御部60に制御されることと同じである。
【００１８】
　表示部50は、前記計測された超音波画像を表示すると共に、各種計測条件などのパラメ
ータも超音波画像と異なる表示領域に表示する。すなわち、表示部は、前記計測条件を表
示する第1の表示領域と、前記超音波画像を表示する第2の表示領域を含む。
【００１９】
　制御部60は、入力部10に入力されたパラメータにより超音波画像計測部20と記憶部40(
表示部50)を制御する。
【００２０】
　(第1の実施形態)　改行実施パラメータの設定
　第1の実施形態は、図2乃至図7を用いて説明する。　
　図2は図1の超音波診断装置の第1の実施形態の動作例を説明するフローチャート、図3は
図2のS21とS22の計測条件表示・設定の表示画面の例を示す図、図4は図2のS23のフォーマ
ット生成処理のサブルーチンを説明するフローチャート、図5は図4の結果枠の設定例を示
す図、図6は図5で設定された結果枠のテーブルと表示画像の対応を示す図、図7は図2のS2
4の計測点設定・計算処理を行いS25の計測結果表示処理を行ったときの表示例を示す図で
ある。
【００２１】
　第1の実施形態の動作は、図2のフローチャートに従って説明する。　
　制御部60は、記憶部40に記憶されている超音波診断装置の複数の計測条件を読み出して
表示部50の画面に表示する。具体的には、図3に示す表示画面の左側に示すウィンドウに
「計測セットアップメニュー」の計測条件を表示する(ステップS21)。
【００２２】
　操作者は、入力部10を用いて、入力部10を用いて図3に示される計測セットアップメニ
ューからMeasurement(距離D、周囲長C,面積A)の計測条件を選択することにより、計測条
件を設定する。制御部60は、このように設定された計測条件を、例えば設定されなかった
他の計測条件と識別するため、他の計測条件の表示形式と白黒反転で表示する(ステップS
22)。
【００２３】
　制御部60は、Measurementの計測条件に関する表示フォーマットを生成する。この表示
フォーマットの生成処理は、図3に示すステップS31～ステップS37で行う(ステップS23)。
【００２４】
　表示フォーマットは二次元のマトリクス(X、Y)構造で形成される。ここでは4行4列の表
示例で説明する。
【００２５】
　制御部60は、二次元のマトリクス(X,Y)とループカウンタ値をそれぞれ1に初期設定する
(ステップS31)。
【００２６】
　制御部60は、二次元のマトリクスの列を示すXが4列より大きいか否かを判定する。制御
部60はこの判定の結果、Xが4列より小さければステップS33に進み、Xが4列より大きけれ
ばステップS34に進む(ステップS32)。
【００２７】
　制御部60は、「X1(左端)に表示」の設定がONであるか否かを判定する。操作者は、入力
部10を用いて、図5に示すように、パラメータ毎に表示結果の枠(表示フォーマット)が「X
1(左端)に表示」にする(ON設定)か、しない(OFF設定)かの何れかを設定するようになって
いる。制御部60はこの判定の結果、「X1(左端)に表示」の設定がONであればステップS34
に進み、「X1(左端)に表示」の設定がOFFであればステップS35に進む(ステップS33)。
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【００２８】
　制御部60は、二次元のマトリクスの列をX1(左端)に設定し、二次元のマトリクスの行を
一行改行する。この改行は、例えば、改行前の行がY1行であれば次の行であるY2行へ移動
する操作である(ステップS34)。
【００２９】
　制御部60は、二次元のマトリクスの列X、二次元のマトリクスの行をYにパラメータの表
示枠を作成する(ステップS35)。
【００３０】
　制御部60は、二次元のマトリクスの列Xとループカウンタiをインクリメントする(ステ
ップS36)。
【００３１】
　制御部60は、ループカウンタiが、パラメータ総数N(ここでは9)より大きいか否かを判
定する。制御部60はこの判定の結果、ループカウンタiがパラメータ総数Nより小さければ
ステップS32に進み、ループカウンタiがパラメータ総数Nより大きければサブルーチンを
終了して図2のステップ24に進む(ステップS37)。
【００３２】
　操作者は、入力部10を用いてMeasurement(距離D、周囲長C,面積A)の計測条件について
、それぞれ距離計測D1、D2,D3、周囲長計測C1,C2,C3、面積計測A1,A2,A3の計測点や計測
領域を設定する。制御部60は、設定された計測点や計測領域について距離、周囲長、面積
を計算し、記憶部40に記憶する(ステップ24)。
【００３３】
　制御部60は、記憶部40から距離計測D1、D2,D3、周囲長計測C1,C2,C3、面積計測A1,A2,A
3についての計算値を読み出し、表示フォーマットの表示領域に各値を表示する(ステップ
25)。
【００３４】
　以上説明したように、第1の実施形態の超音波診断装置によれば、操作者が入力部10を
用いて前記複数の計測条件のうちの所望の計測条件を選択し、制御部50が、前記選択され
た計測条件に基づいて表示フォーマットを生成させると共に、前記表示フォーマットを表
示部50の第1の表示領域(ここでは、超音波画像の表示領域の画面下側に並置した領域)に
表示させることにより、超音波画像の計測結果の中で相互に関連する項目を規則的に表示
することができる。言い換えれば、制御部は、前記設定部で設定される計測条件から得ら
れる複数の計測項目を表示するための表示フォーマットを生成させると共に、該表示フォ
ーマットに前記複数の計測項目を配置して前記表示部に表示させることを特徴とする。ま
た、前記制御部は、前記複数の計測項目のうち任意の計測項目で改行して前記表示フォー
マットに配置する機能を備えている。前記表示フォーマットの生成は、前記所望の計測条
件に改行切替の情報(ON)を付して行っている。
【００３５】
　また、上記第1の表示領域は、超音波画像の表示領域に隣接している領域であれば画面
上側でも、上下に分離してもよい。
【００３６】
　また、第1の実施形態の特有の効果は、操作者は条件設定作業を対話的に効率良く設定
することができる。
【００３７】
　(第2の実施形態)　パラメータの表示座標の設定
　第2の実施形態は、図8に示されるように、第1の実施形態との相違点がパラメータの表
示座標の設定で行われることである。図8は、図1の超音波診断装置の第2の実施形態を説
明する表示例を示す図である。第2の実施形態でも、第1の実施形態のように表示フォーマ
ットにおける改行位置を設定し、その設定位置により改行が行われることは同じである。
【００３８】
　以上説明したように、第2の実施形態の超音波診断装置によれば、所望の計測条件に表
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示のための座標情報を付して行っており、超音波画像の計測結果の中で相互に関連する項
目を規則的に表示することができる。
【００３９】
　また、第2の実施形態の特有の効果は、パソコンの表計算ソフトウエアを使える操作者
であれば直感的に扱い易い表示フォーマットの作成環境を提供することができる。
【００４０】
　(第3の実施形態)　改行したいパラメータ間に識別情報を挿入
　第3の実施形態は、図9に示されるように、第1の実施形態との相違点が改行したいパラ
メータ間に空白情報(スペース)などの識別情報を挿入することで行われることである。図
9は、図1の超音波診断装置の第3の実施形態を説明する表示例を示す図である。第3の実施
形態でも、第1の実施形態のように表示フォーマットにおける改行位置を設定し、その設
定位置により改行が行われることは同じである。
【００４１】
　以上説明したように、第3の実施形態の超音波診断装置によれば、超音波画像の計測結
果の中で相互に関連する項目を規則的に表示することができる。
【００４２】
　また、第3の実施形態の特有の効果は、空白情報(スペース)などの識別情報を挿入する
だけであるので、操作者に扱い易い表示フォーマットの作成環境を提供することができる
。
【００４３】
　(第4の実施形態)　計測条件の候補と計測結果の表示を同じ領域に表示
　第4の実施形態は、図10に示されるように、表示フォーマット自体は第1の実施形態と同
じであるが、相違点は計測条件の表示が表示フォーマットと同じ第1の表示領域に表示さ
れていることである。図10は、図1の超音波診断装置の第4の実施形態を説明する表示例を
示す図である。第4の実施形態は、表示フォーマット自体は第1の実施形態と同じである。
【００４４】
　以上説明したように、第4の実施形態の超音波診断装置によれば、超音波画像の計測結
果の中で相互に関連する項目を規則的に表示することができる。
【００４５】
　また、第4の実施形態の特有の効果は、計測条件の表示と表示フォーマットが同一の画
面、同一の入力形態で設定することができるため、操作者に扱い易い表示フォーマットの
作成環境を提供することができる。
【００４６】
　また、以上説明した実施形態の本発明の技術思想を逸脱しない限り、様々な設計変更が
可能であることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４７】
　10　入力部、20　探触子、30　超音波画像計測部、50　表示部、60　制御部
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